






















































































































































































































   次元数ランダムビット数特徴
 従来法(第2章)1溺
  手法1(第3章)0■鎚β
   手法2(第3章)0⊥i〆4娠醜
  手法3(第4章)01彫7丑
本研究で得
翰,亙ogπのオ
線形分離不能
つまり,与え
を得ることができる
上記の示唆
みが実現さ
いとしても
るが,本研究では,前
今後の課題
数を組み合
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 論文審査結果の要旨
データマイニン
集合がユークリ
超平面を求める
平面の次元数と
る際の障害とな
 新しい学習方式を開発し
 第1章は序論である.
第2章では,従
と,2次計画法
る方法の2つの
るマージン保存
 込んだ新しい学習方式を提案している.
第3章では,k限
な行列を用いた
使用されるラン
ランダム資源の節約に
第4章では,経験
いる.このプロ
 る学習方式が利用できるという利点を持つ.
第5章では,サ
づく最適化問
している.さら
の空間での学
しい学習の枠
に基づいた学習において有効な役割を果たすことを述
 第6章は結言である.
以上要するに
ニューラルネ
科学および計算科学の発展に寄与するところが少なくない・
よって,本論文は博士(情報科学〉の学位論文
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